






〔目的〕われわれはこれまで、川崎病による冠動脈障害の中に、拡大性病変を基盤として

狭窄性病変が出現・進展する場合が少なからず存在し、この狭窄性病変こそが、心筋虚血

をもたらしうるもので、臨床的にもっとも重要であることを報告してきた。今回の研究の

目的は、この狭窄性病変の出現・進展(以下“悪化”と略す)に関与する因子を冠動脈造影

所見に基づく多変量解析により検討し、冠動脈障害“悪化”の予測の可能性を検討するこ

とにある。 


